
府

令

省

令

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

六
年
総
理
府
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

様
式
第
五
の
注
17
の
表
中「

ベ
ト
ナ
ム
Ｖ

」

を
「

ベ
ト
ナ
ム
Ｖ

ヨ
ル
ダ
ン
Ｙ

」
に
改
め
る
。

告

示

平成™›年™月�日 月曜日 第œ�š™号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
第
七
項
中
「
あ
て
て
」
を
「
宛
て
て
」

に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
三
項
中
「
あ
て
て
」
を
「
宛
て
て
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
あ
て
て
」
を
「
宛

て
て
」
に
、「
名
あ
て
人
」
を
「
名
宛
人
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
あ
て
て
」
を
「
宛
て
て
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
第
一
号
中
「
あ
て
て
」
を「
宛
て
て
」に
、「
名

あ
て
人
」
を
「
名
宛
人
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
中「
あ

て
て
」
を
「
宛
て
て
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
あ
て
て
」
を
「
宛
て

て
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
あ
て
て
」
を
「
宛
て

て
」
に
、「
名
あ
て
人
」
を
「
名
宛
人
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
、
医
療
受
給
者
証

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十

七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
十
三
条
に
規
定
す
る
健
康
手

帳
の
医
療
の
受
給
資
格
を
証
す
る
ペ
ー
ジ
を
い
う
。）」

を
削
る
。

第
百
八
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

官
庁
又
は
公
署
が
送
付
の
方
法
に
よ
り
登
記
完
了

証
の
交
付
を
求
め
る
場
合
の
登
記
完
了
証
の
送
付

は
、
嘱
託
情
報
に
記
載
さ
れ
た
住
所
に
宛
て
て
、
書

留
郵
便
又
は
信
書
便
の
役
務
で
あ
っ
て
信
書
便
事
業

者
に
お
い
て
引
受
け
及
び
配
達
の
記
録
を
行
う
も
の

そ
の
他
の
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
っ
て
書
面
を
送
付

す
る
方
法
に
よ
っ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
船
舶
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
舶
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
七
条
」
を
「
第
四
十
七
条
の
二
」

に
改
め
る
。

（
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法

務
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。目

次
中
「
第
三
十
八
条
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力

の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王

国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
平
成
二
十
四
年
条
約
第
一
号
）

が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
一
号

人
事
記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十

一
年
政
令
第
十
一
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事

記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

人
事
記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の

一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

人
事
記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和

四
十
一
年
総
理
府
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
人
事
記
録
の
写
し
の
送
付
の
特
例
）

４

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
又
は
国
家
行

政
組
織
法
」
と
あ
る
の
は
、「
、
復
興
庁
又
は
国
家
行
政

組
織
法
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
百
二
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
二
月
十

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
二
号

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令

第
三
百
八
十
九
号
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の

退
職
管
理
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
年

内
閣
府
令
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
求
職
の
承
認
の
手
続
の
特
例
）

第
四
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
第

三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

号
中
「
令
第
十
六
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
」

と
あ
る
の
は
、「
令
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
国

の
機
関
及
び
復
興
庁
又
は
同
条
第
二
項
各
号
」と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
百
二
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
二
月
十

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
二
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
を
実

施
す
る
た
め
、
国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
四
年
二
月
六
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
〇
九
八

二
四
、

一
、
二
〇

松
田

正

四
〇
九
九

二
四
、

一
、
二
〇

糸
井

正
樹

四
一
〇
〇

二
四
、

一
、
二
〇

渡
邊

清
治

四
一
〇
一

二
四
、

一
、
二
〇

小
幡

安
博

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治
資

金
監
査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

抹
消
年
月
日

抹
消
事
由

九
二

宮
沢

輝
男

二
三
、
一
〇
、

七

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号

一
八
二
九

川
口
健
太
朗

二
四
、

一
、

六

本
人
か
ら
の
申
請

〇
内
閣
府
令
第
三
号

復
興
庁
設
置
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
官
報
及
び
法
令
全
書
に
関
す
る
内
閣
府

令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
四
年
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

官
報
及
び
法
令
全
書
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令

官
報
及
び
法
令
全
書
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
二
十

四
年
総
理
府

大
蔵
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条

及
び
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
及

び
第
二
条
中
「
内
閣
府
令
」と
あ
る
の
は
、「
内
閣
府
令
、

復
興
庁
令
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
復
興
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
四
年
二
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
四
号

電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
法
務
省
令
第
二
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
登
記
記
録
の
権
利
部
に
記

録
さ
れ
て
い
る
登
記
の
数
（
仮
登
記
の
余
白
の
数
を
含

む
。）が
二
百
を
超
え
る
も
の
又
は
」
を
削
り
、「
百
キ
ロ
バ

イ
ト
」
を
「
一
メ
ガ
バ
イ
ト
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第

一
号
中「（
共
同
担
保
目
録
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
全
部
」

の
下
に
「
か
ら
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
又
は
全
て

を
除
い
た
も
の
」
を
加
え
、同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

共
同
担
保
目
録
の
全
部
又
は
現
在
効
力
を
有
し

て
い
な
い
も
の

ロ

信
託
目
録
の
全
部
又
は
現
在
効
力
を
有
し
て
い

な
い
も
の
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